
【
参
考
文
献
】

＊

関
連
す
る
文
献
は
多
数
あ
る
が
、
本
書
で
参
照
・
引
用
し
た
も
の
、
現
在
比
較
的
入
手
し
や
す
い
も
の
に
し
ぼ
っ
て
掲
出
し
た
。

＊

シ
リ
ー
ズ
の
統
一
性
お
よ
び
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
本
文
で
は
出
典
を
明
記
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
先
学
各
位
に
ご
寛
恕
を
請
う
。

＊

丸
島
和
洋
編
『
論
集

戦
国
大
名
と
国
衆
一
三

信
濃
真
田
氏
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
に
再
録
さ
れ
た
論
考
に
つ
い
て
は
「
↓
論
集

」、
同
編

13

『
論
集

戦
国
大
名
と
国
衆
一
四

真
田
氏
一
門
と
家
臣
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
に
再
録
さ
れ
た
論
考
に
つ
い
て
は
「
↓
論
集

」
と
註
記
し
た
。

14

上
田
市
教
育
委
員
会
『
上
田
城
史
料
調
査
報
告
書
（
上
田
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
一
五
集
）』、
二
〇
一
三
年

上
田
市
誌
刊
行
会
『
上
田
市
誌

歴
史
編
（
６
）
真
田
氏
と
上
田
城
』、
二
〇
〇
二
年

上
田
市
立
博
物
館
『
真
田
氏
資
料
集
』、
一
九
八
三
年

上
田
市
立
博
物
館
『
秀
吉
と
真
田

抄
録
版
』、
二
〇
一
一
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
『
大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
真
田
丸
」』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
六
年

大
阪
文
化
財
研
究
所
・
大
阪
歴
史
博
物
館
『
大
阪
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
四
年

笠
谷
和
比
古
『
関
ヶ
原
合
戦
と
大
坂
の
陣
（
戦
争
の
日
本
史

）』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年

17

笠
谷
和
比
古
・
黒
田
慶
一
『
豊
臣
大
坂
城
』
新
潮
選
書
、
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年

唐
澤
定
市
「
真
田
氏
の
吾
妻
郡
攻
略
を
め
ぐ
っ
て
」『
信
濃
』
三
二
―
六
、
一
九
八
〇
年

↓

丸
島
13

北
垣
聴
一
郎
「
豊
臣
時
代
大
坂
城
「
本
丸
図
」
と
「
真
田
丸
」
に
つ
い
て
」
岡
本
良
一
編
『
大
坂
城
の
諸
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年

栗
原

修
『
戦
国
期
上
杉
･武
田
氏
の
上
野
支
配
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年

黒
田
基
樹
『
小
田
原
合
戦
と
北
条
氏
（
敗
者
の
日
本
史

）』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年

10

黒
田
基
樹
『
真
田
昌
幸
―
徳
川
、
北
条
、
上
杉
、
羽
柴
と
渡
り
合
い
大
名
に
の
ぼ
り
つ
め
た
戦
略
の
全
貌
―
』
小
学
館
、
二
〇
一
五
年

黒
田
基
樹
『「
豊
臣
大
名
」
真
田
一
族
―
真
説

関
ヶ
原
合
戦
へ
の
道
―
』
洋
泉
社
、
二
〇
一
六
年

黒
田
基
樹
『
真
田
信
之
―
真
田
家
を
継
い
だ
男
の
半
生
―
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
角
川
選
書
）、
二
〇
一
六
年

小
林
計
一
郎
『
真
田
幸
村
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
九
年

↓

復
刻
版
、
文
藝
春
秋
（
文
春
学
藝
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
二
〇
一
五
年

小
林
計
一
郎
『
真
田
三
代
軍
記
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年

小
林
計
一
郎
編
『
真
田
幸
村
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年

↓

復
刻
増
補
版
、
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
一
五
年

小
林
計
一
郎
編
『
真
田
昌
幸
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年



齋
藤
慎
一
「
上
野
国
岩
櫃
城
の
空
間
構
成
と
変
遷
」『
中
世
東
国
の
領
域
と
城
館
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年

坂
井
尚
登
「
真
田
丸
を
復
元
す
る
」
歴
史
群
像
編
集
部
編
『
真
田
戦
記
』
学
研
、
二
〇
一
五
年

桜
井
松
夫
「
真
田
氏
の
貫
高
制
―
石
高
制
に
移
行
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
―
」『
千
曲
』
一
〇
九
号
、
二
〇
〇
一
年

笹
本
正
治
『
真
田
氏
三
代
―
真
田
は
日
本
一
の
兵
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年

真
田
町
教
育
委
員
会
『
真
田
氏
城
跡
群
―
そ
の
歴
史
と
調
査
の
概
要
―
（
真
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
）』、
一
九
八
二
年

真
田
町
教
育
委
員
会
『
真
田
氏
給
人
知
行
地
検
地
帳
（
真
田
町
誌
調
査
報
告
書
第
２
集
）』、
一
九
九
八
年

真
田
町
教
育
委
員
会
『
真
田
町
の
遺
跡
―
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
―
（
真
田
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第

集
）』、
二
〇
〇
〇
年

12

真
田
町
誌
刊
行
会
『
真
田
町
誌
』
歴
史
編
（
上
・
下
）、
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年

信
濃
史
料
刊
行
会
編
『
信
濃
史
料
』
補
遺
巻
上
下
、
一
九
五
七
―
一
九
六
九
年

信
濃
史
料
刊
行
会
編
『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
４
・
５
・
８
・

、
一
九
七
一
―
一
九
七
八
年

18

柴
辻
俊
六
『
真
田
昌
幸
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年

柴
辻
俊
六
『
真
田
幸
綱
・
昌
幸
・
信
幸
・
信
繁
―
戦
国
を
生
き
抜
い
た
真
田
氏
三
代
の
歴
史
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年

柴
辻
俊
六
・
平
山
優
・
黒
田
基
樹
・
丸
島
和
洋
・
柴
裕
之
・
鈴
木
将
典
編
『
武
田
氏
家
臣
団
人
名
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年

千
田
嘉
博
『
真
田
信
繁
「
勝
利
」
へ
の
条
件
』
三
笠
書
房
、
二
〇
一
五
年

曽
根
勇
二
『
大
坂
の
陣
と
豊
臣
秀
頼
（
敗
者
の
日
本
史

）』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年

13

竹
井
英
文
『
織
豊
政
権
と
東
国
社
会
―
「
惣
無
事
令
」
論
を
越
え
て
―
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年

寺
島
隆
史
「
真
田
幸
隆
の
実
名
・
法
名
を
め
ぐ
っ
て
」『
信
濃
』
六
〇
―
二
、
二
〇
〇
八
年

寺
島
隆
史
「
上
田
築
城
の
開
始
を
め
ぐ
る
真
田
・
徳
川
・
上
杉
の
動
静
」『
信
濃
』
六
〇
―
一
二
、
二
〇
〇
八
年

↓

論
集
13

寺
島
隆
史
「
第
一
次
上
田
合
戦
前
後
に
お
け
る
真
田
昌
幸
の
動
静
の
再
考
」『
信
濃
』
六
二
―
五
、
二
〇
一
〇
年

↓

論
集
13

寺
島
隆
史
「
第
一
次
上
田
合
戦
の
再
考
」『
千
曲
』
一
四
五
号
、
二
〇
一
〇
年

↓

論
集
13

寺
島
隆
史
「
武
田
氏
滅
亡
後
の
室
賀
氏
の
動
静
と
真
田
昌
幸
」『
信
濃
』
六
四
―
一
一
、
二
〇
一
二
年

寺
島
隆
史
「
海
野
衆
真
田
右
馬
助
の
系
統
と
真
田
氏
」『
信
濃
』
六
六
―
二
、
二
〇
一
四
年

寺
島
隆
史
「
真
田
信
繁
(幸
村
)の
証
人
時
代
再
考
」『
信
濃
』
六
七
―
五
、
二
〇
一
五
年

中
澤
克
昭
「
真
田
氏
の
本
拠
を
訪
ね
て
」『
信
濃
』
四
六
―
一
一
、
一
九
九
四
年

↓

論
集
13

長
野
市
立
博
物
館
『
山
村
に
生
き
た
武
将
た
ち
―
東
の
真
田
、
西
の
大
日
方
―
』
長
野
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年

原
田
和
彦
「
真
田
幸
村
と
は
」『
六
連
銭
』
二
四
、
二
〇
〇
八
年

↓

論
集
14

平
山

優
『
真
田
三
代
―
幸
綱
･昌
幸
･信
繁
の
史
実
に
迫
る
―
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
一
一
年

平
山

優
『
武
山
遺
領
を
め
ぐ
る
動
乱
と
秀
吉
の
野
望
―
天
正
壬
午
の
乱
か
ら
小
田
原
合
戦
ま
で
―
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
一
年

平
山

優
『
長
篠
合
戦
と
武
田
勝
頼
（
敗
者
の
日
本
史
９
）』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年

平
山

優
『
検
証

長
篠
合
戦
』
吉
川
弘
文
館
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、
二
〇
一
四
年

平
山

優
『
増
補
改
定
版

天
正
壬
午
の
乱
―
本
能
寺
の
変
と
東
国
戦
国
史
―
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年

平
山

優
『
大
い
な
る
謎
真
田
一
族
―
最
新
研
究
で
わ
か
っ
た
１
０
０
の
真
実
―
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）、
二
〇
一
五
年

平
山

優
『
真
田
信
繁
―
幸
村
と
呼
ば
れ
た
男
の
真
実
―
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
角
川
選
書
）、
二
〇
一
五
年

福
田
千
鶴
『
淀
殿
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年

福
田
千
鶴
『
豊
臣
秀
頼
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年

藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年

松
下

愛
「
松
代
藩
初
代
藩
主
「
真
田
信
之
画
像
」」『
松
代
―
真
田
の
歴
史
と
文
化
―
』
第
一
八
号
、
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
、
二
〇
〇
五
年

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
真
田
三
代
―
近
世
大
名
へ
の
道
―
』、
二
〇
〇
二
年

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録

長
野
県
宝

真
田
家
文
書
』（
１
)〜
(４
）、
二
〇
〇
四
―
二
○
○
七
年

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録

精
選

絵
図
集
成
』、
二
〇
〇
九
年

丸
島
和
洋
「
高
野
山
蓮
華
定
院
『
真
田
御
一
家
過
去
帳
』（
上
・
下
）」『
信
濃
』
六
四
―
一
〇
・
一
二
、
二
〇
一
二
年

丸
島
和
洋
「
信
濃
真
田
氏
の
系
譜
と
政
治
的
動
向
」
同
編
『
論
集

戦
国
大
名
と
国
衆

信
濃
真
田
氏
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年

13

丸
島
和
洋
「
真
田
氏
家
臣
団
の
基
礎
的
研
究
」
同
編
『
論
集

戦
国
大
名
と
国
衆

真
田
氏
一
門
と
家
臣
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年

14

丸
島
和
洋
「
真
田
弁
丸
の
天
正
一
〇
年
」『
武
田
氏
研
究
』
第
五
二
号
、
二
〇
一
五
年

丸
島
和
洋
『
図
説

真
田
一
族
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
五
年

丸
島
和
洋
『
真
田
四
代
と
信
繁
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
五
年

宮
島
義
和
『
戦
国
領
主
真
田
氏
と
在
地
世
界
』
六
一
書
房
、
二
〇
一
三
年

山
中
さ
ゆ
り
「
大
平
喜
間
多
の
著
作
と
そ
の
活
動
」『
松
代
―
真
田
の
歴
史
と
文
化
―
』
第
一
九
号
、
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
、
二
〇
〇
六
年

渡
邉
大
門
『
大
坂
落
城

戦
国
終
焉
の
舞
台
』
角
川
学
芸
出
版
（
角
川
選
書
）、
二
〇
一
二
年

和
根
崎
剛
「「
山
家
の
真
田
氏
館
跡
推
定
地
」
出
土
の
古
銭
に
つ
い
て
」『
千
曲
』
第
九
七
号
、
一
九
九
八
年

和
根
崎
剛
編
（
笹
本
正
治
監
修
）『
資
料
で
読
み
解
く
真
田
一
族
』
郷
土
出
版
社
、
二
〇
一
六
年


